
ご 挨 拶

令和８年度のテーマ 「調和」

本校の第17代校長として３年目を迎えました井崎健一郎と申します。本校は、校訓「自

主自律」のもと、多様化・複雑化する社会において、正しくかつ必要な情報を選び活用しな

がら、主体的に社会と関わり、自他・郷土を敬愛し、周囲と協働しながら地域社会の発展に

貢献できる人材を育成します。

教育理念として、生徒の進路希望・適性等に応じた教育課程と生徒一人ひとりを大切にし

た丁寧な指導により、個々の生徒に必要な学力と学びに向かう姿勢を育む教育を目指します。

また、探究活動や体験学習、講話等による地域の人々や様々な連携・協働先との関わりの中

で、生徒の視野を広げるとともに自己肯定感を高める教育を目指します。

特に、生徒が主体的に活動する授業、個々に応じた学び直しや少人数授業に加え、地域や

外部機関等と連携した探究活動により、生徒の希望する進路実現に必要な資質・能力を育む

学びを実践します。また、ＩＣＴを活用し、ユニバーサルデザインを取り入れた教育の推進

に取り組みます。
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令和８年度テーマ

調和

校長 井崎健一郎

令和８年度学校テーマ 「調和」発表

ところで、今年度の学校テーマは「調和」です。辞書によると、「調和」には、「全体

がほどよくつりあって、矛盾や衝突などがなく、まとまっていること」または、「二つ以

上のものが、それぞれバラバラになることなく、よくつりあいがとれていること」という

意味があります。学校生活の中では、人との関わりに悩んだり、気持ちがすれ違ったりす

ることもあります。そんなときに、相手の立場を少し考えてみたり、自分の言動を振り

返ってみたりすることが、調和への一歩になるのではないでしょうか。そしてそれは、今、

私たちが生きている世の中にとても求められていることではないかと思います。身近な人

たちの間で、私たちが住む地域で、日本で、

お互いの国と国で、相手の立場に立って物事

を考えることができれば、今、抱えている憂

いや不安が、多少は軽減されるのではないか

と感じ、そのような世の中であってほしいと

思います。



始業式や入学式等の様子は、学校ホームページに掲載していますので、
ご覧ください。

あたらしい春を迎え、皆さんと学校生活を送れることを大変嬉しく思います。

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。慣れないことや不安もあると思います

が、先生や先輩を頼りながら、少しずつ学校生活に慣れていってください。

新２・３年生の皆さんは、それぞれの立場で役割が広がっていきます。自分のペースを

大切にしながら、周囲と協働し、主体的に学校生活に取り組んでいきましょう。

今年度の学校テーマは「調和」です。互いの違いを認め合い、相手の立場に立って考え

ることや、自分の言動を振り返ることを大切にしながら、より良い関係を築いていきたい

と思います。

生徒一人ひとりが尊重され、安心して過ごせる学校を、皆さんとともにつくっていきま

しょう。

今後とも、皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

生徒会長 ３年 前田こまち

令和８年度 職員紹介

調和のもとでともに歩む一年に

【管理職】 【第２学年担当】

【第１学年担当】　◎学年主任　〇学年副主任

【第３学年担当】

（国　語） （理　科）

副 担 任
〇前田　貴史 樋口亜紀子 中村　孝二

（保健体育） （英　語） （数　学）

学級担任

加々良　弦 ◎今村　慶子

（実習教員）

１組 ２組 学年所属

学級担任
◎森　　　陽 森　　　菖 前田　安彦

（地　歴）

山口　法子

石﨑　秀子

１組

（養護教諭）

副 担 任
向井　克倫 鵜瀬　勝人

（国　語） （数　学）

副 担 任
〇林田　一彦
（地　歴）

学級担任
◎加賀　　義
（国　語）

井上　基子
（英　語）

坂本　智輝
（数　学）

（音　楽） （保健体育）

（理　科）

〇西出　陽子 鮫島　知優 ２組 学年所属

泉田慎太郎
（特別支援）

宮﨑　智子
（学習支援員）

佐藤　智之（英　語） （家　庭）

１組 ２組 学年所属

校　長 井崎健一郎

教　頭 荒木　雅義 事務長 多久島由子
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